
 

学校法人文化学園と岩手県との連携協定の締結について 
 

学校法人文化学園と岩手県は、相互の連携を強化し、ファッションによる地域の活性化に取り組

むため、連携協定を締結することとし、下記により協定調印式を行いますので、お知らせします。 

 

記 

 １ 日 時 

   平成２７年７月１６日（木）１３時１５分～１３時４５分 

   （会場設営のため、入室は１３時００分からとさせていただきます。） 

 

 ２ 場 所 

   学校法人文化学園 Ｃ館 国際会議室（東京都渋谷区代々木３－22－1） 

   ※ 詳細は、裏面をご参照願います。 

 

 ３ 出席者 

   学校法人文化学園 理事長 大沼 淳 

   岩手県知事 達増 拓也 

   ※ 一般社団法人北いわてアパレル産業振興会から代表理事 森奥信孝及び理事 大沢孫蔵が同

席します。 

 

 ４ 協定の目的及び内容 

学校法人文化学園と岩手県が相互に緊密に連携することにより、ファッションに関する双方の資

源を有効に活用した協働による活動を推進し、一層の地域活性化に資することを目的とする。 

  (1) 地域産業の振興に関すること 

  (2) 人材の育成に関すること 

  (3) 教育及び学術研究に関すること 

  (4) その他地域社会の活性化に関すること 

 

 ５ 次第 ※ マスコミ公開 

  (1) 開会（出席者紹介） 

  (2) 挨拶 岩手県知事        達増 拓也 

       学校法人文化学園 理事長 大沼 淳 

  (3) 協定の概要説明 

  (4) 協定書署名 

  (5) 記念撮影 

  (6) 質疑応答 

  (7) 閉会 

【担当】 

 地域振興室 菅原・小野 

 ☎019-629-5194 

 

記 者 席 配 布 資 料  
平成 27 年７月８日  
政策地域部地域振興室 
内線（5210・5194） 



【案内図】

(学校法人文化学園HP引用)

【アクセス図】

(学校法人文化学園HP引用)

住所
〒151-8521 東京都渋谷区代々木3-22-1

交通機関
JR（山手線・中央線・総武線・埼京線・湘南新宿ライン）、小田急線、京王線、

　　都営新宿線、都営大江戸線、丸ノ内線、西武新宿線　新宿駅下車

新宿駅から徒歩で約8分
JR新宿駅南口より、甲州街道に沿って初台方面へ徒歩８分

 締結式会場 

（４Ｆ 国際会議室） 



学校法人文化学園について 

 

創立は 1923年。現理事長は大沼淳氏。日本のファッション教育の中心的な存在として指

導的な役割を果たしている。そして現在、世界 23カ国 45校による「国際ファッション工

科大学連盟（ＩＦＦＴＩ）（※）」の国内唯一の加盟校であり、世界を視野にいれたファッ

ションの拠点づくりに取り組んでいる。国際社会で認められる研究・教育環境を整えてい

くグローバリゼーション、ファッション分野に関する技術革新の中核的な役割を担ってい

くイノベーション、新しい発想や創造ができる人材の育成を目指す教育機関としてのクリ

エーション、これら 3 つのキーワードを重要なファクターと考え学園の発展を目指してい

る。 

 

文化学園は、教育部門と収益事業部門の２つに大別され、教育部門としては、文化学園

大学（旧文化女子大学）、文化服装学院、文化ファッション大学院大学、文化外国語専門学

校で構成される。 

さらに附属機関として、服飾に関する教材開発や産学連携で共同研究を行う５つの附属

研究所と、服飾関連資料の集積・情報提供を行う図書館、服飾博物館、ファッションリソ

ースセンターが設置されている。 

文化服装学院は、わが国で最初の服飾教育の学校として認可され、コシノヒロコ、コシ

ノジュンコ、山本耀司など世界的に活躍するファッションデザイナーを輩出している。 

さらに、「北いわて学生デザインファッションショー」に協力している、ファッション分

野では日本で唯一の専門職大学院「文化ファッション大学院大学（通称 BFGU）」を 2006年

に開設し、一貫した教育体系を完成している。 

収益事業部門は、文化出版局と文化事業局で構成。文化出版局では、ファッション関連

の専門書や実用書の発行を行うなど最先端の情報を発信。文化事業局は、服飾教材や教科

書の販売、宿泊研修施設の運営を行っている。 

 また、諸外国からの要請によるファッションを通じた文化交流事業、海外提携校とのコ
ラボレーションや学術交流、40数か国からの留学生の受け入れ等、国際的な取り組みにつ
いても積極的に展開している。 

※ IFFTI〈International Foundation of Fashion Technology Institutes〉は、国際的なコラボレーション

を通じ、ファッション及び関連分野におけるデザイン、技術、ビジネスの教育促進を目指す国際的な組織として

1999年に創立 
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学校法人文化学園 文化ファッション大学院大学 (略称：BFGU)について 

Bunka Gakuen    Bunka Fashion Graduate University 

 

 

■文化ファッション大学院大学(BFGU)とは 

2006 年(平成 18 年)に開学。ファッション産業における新しいビジネスモデルを研究するファッシ

ョンビジネスに特化した日本で唯一のファッション分野の専門職大学院（学部を持たない大学院のみ

の独立大学院）。約 90年に渡り、ファッション産業への人材育成や研究を行ってきた、学校法人文化

学園の実績とノウハウを結集し、「国際的に通用するファッション価値を創造・具現化させ、グロー

バル視点に立つ独自のブランドを確立できる人材」の育成を目的として設立した。 

 

■研究科・専攻概要 

ファッションビジネス研究科の下、ファッションクリエイション専攻(ファッションデザインコー

ス、ファッションテクノロジーコース)、ファッションマネジメント専攻(ファッション経営管理コー

ス)を設置。コースごとに実践的なカリキュラムを構築し、それぞれに高い専門性を備えた人材を育

成している。 

 

＜研究科構成図＞ 

 

 

 

■産官学連携実績 代表例 概要(2013年、2014年) 

●「KAKEHASHI プロジェクト」参加 [外務省、独立行政法人国際交流基金実施]  

⇒国家プロジェクトである日米青少年交流事業。多数の応募の中から本学が参加校の一つとし

て採択され、様々な交流プロジェクトを行った。 

●「BFGU学生服 Project」～あたらしい学生服文化の創造～実施中  
[瀧本株式会社(スクールタイガー)とのコラボレーション] 

⇒本学の教員・院生と瀧本株式会社の開発・企画担当者が、対象学校とチームを組み学生服の

デザインを行っている。 

●「ストリート・アウトドア・プロジェクト」実施 [H & M社との共同プロジェクト]  

⇒アジアのファッション学校では初の試み。機能性とファッション性を備えたメンズウェアの

制作、プレゼンを行った。優勝チームには、スウェーデン本社でのインターンシップが与え

られた。 

●「北いわて学生デザインファッションショー」に協力(2013、2014)[岩手県北広域振興局主催] 

⇒本学ファッションテクノロジーコース生がパターンメーキングに協力。ファッションデザイ

ンコース生の作品によるファッションショーも行った。 

 

【学校概要】 

・学長：大沼 淳 

・所在地：東京都渋谷区代々木 3-22-1 

・ウェブサイト：http://bfgu-bunka.ac.jp/ 

・設立：2006年 

・系列校：文化学園大学、文化服装学院、文化外国語専門学校 

［報道関係の方からのお問い合わせ先］ 文化ファッション大学院大学 教学事務室 担当（川上、榊原） 

［Tel］03-3299-2711 ［Fax］03-3299-2714 ［E-mail］chie-kawakami@bunka.ac.jp 

ファッションビジネス研究科 

 

ファッションクリエイション専攻 

 

ファッションマネジメント専攻 

 

ファッションデザインコース 

ファッションテクノロジーコース 

 ファッション経営管理コース 
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